
 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたびは、緊急遮断弁システムをお買い上げいただきまして、まことにありがと 

うございました。この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

そのあと大切に保存し、必要なときお読みください。 
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１.取扱上のご注意 

本製品をより安全にご使用いただくために、この「安全上のご注意」を良くお読みください。 

ここに示した注意事項は、本製品の使用・取扱を明確にし使用に際しての人的危害や物的損害を未 

然に防止するためのものです。また、誤った取扱を行われた場合に想定される被害の程度を「警告」 

「注意」に区別して説明しています。 

 警告：取扱を誤った場合に使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合です。 

 注意：ご使用の際、注意していただきたい事項です。場合によっては使用者が軽傷を負う 

   か、または物的損害のみの発生が想定される場合です。 

警告 

●配線作業を行うときまたはバッテリーを交換するときは、供給電源を切り、装置への電源の供給

がないことを確認の上、行ってください。感電の原因となります。 

●装置内部には水が入らない様にしてください。感電の原因となることがあります。 

●端子部分に配線作業以外は触れないでください。感電の原因となることがあります。 

注意 

●表示された電源電圧以外で使用しないでください。これ以外の電圧で使用しますと、発煙・発火

の原因となります。（機器が破損します） 

●機器のアースは必ず接地してください。接続しないと感電の原因となる事があります。 

●装置の点検を行う時以外は、遮断弁のアクチュエータカバーまたは制御盤の扉を開いて使用しな

いでください。故障の原因となることがあります。 

上記に記載した内容以外の安全上のご注意事項は、以下の記載内容にも、必要な場合は付記します。 

 

２.設置要領 

 ２.1 設置上の注意 

本システムが確実に作動させるためには、次の注意点にご留意の上、設置する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           この部分は保温しないでください。 

                           手動操作時に使用します。 
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制御盤と遮断弁間の配線

距離は最大５０ｍです。 

次の場所には設置しないでください。 

・扉等の開閉による衝撃を受ける所 

・粉塵や腐食性ガスのかかる所。 

・可燃性・爆発性の生ガスの発生する所。 

制御盤は水槽壁面、壁などにしっかり取り付け

てください。 

できるかぎりカバーを上にして設置ください。(横向

きまでは問題ありません) 

遮断弁は必要に応じて保温をしてください。 

遮断弁の２次側にはかとう性のある継手を接続し

てください。 

配管重量、振動が遮断弁にかからないよう 

必要に応じて支持を設けてください。 



 

２．２ 地震感知器の調整 

 制御盤を設置後、地震感知器は以下の要領で調整が必要です。 

制御盤の内部に搭載されている地震感知器の水準器①が水準器穴の外周に触れている場合は調整

が必要です。 

水準器調整用ネジ②とナット⑥をゆるめて、ベース④を前後左右に動かし、玉鎖が水準器穴に接

触しない様にネジ②とナット⑥を仮止めした後、玉鎖が穴の中心にくる様に微調整を行い、ネジ②

とナット⑥を確実に締め付けてください。 

 

 水準を合わせた後、目盛板⑤の０とベース④の指針

が一致する様に目盛板⑤を動かしてから固定してく

ださい。 

 

地震感知器は運搬時に震動や衝撃からセンサー部

を保護するためにロックネジ③を取付けてあります。

水準の調整を行う前にロックネジ③を外し、ロックネ

ジ保管部⑦に保管しておいてください。 

 

 ⑨は地震感知器の動作表示窓です。「緑」が待機中

を、「赤」が動作したことを示します。 

                     （表示窓は、点灯しません） 

 

 

 

 

 

２．３ 制御盤と遮断弁の配線 

   下図に従い、制御盤と遮断弁、ポンプ用制御盤に結線してください。 

 

 

 

 

 

 

  〈制御盤〉 

〈遮断弁〉 

 

 

                                 遮断弁側端子番号６，８番は 

                                 使用しません。 
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注意：玉鎖が水準器穴に触れている状態

では、誤作動の原因になりますので注意し

てください。 

 



 

1)配線上の注意 

①配線は前図(2.3 項)によります。配線の線材は 1.25□をご使用ください。 

②ポンプ制御信号は無電圧の接点で出力されますので、遮断弁が閉弁したときに、ポンプが 

 確実に停止するようポンプ制御盤に結線してください。ａ接・ｂ接いずれかを使用。 

  （ａ接の場合：ＣＯＭ－ＮＯ  ｂ接の場合：ＣＯＭ－ＮＣ） 

  ◆緊急遮断弁配線上のご注意 

  配線作業時、アクチュエータ内に水、砂、ほこり等が入らない様にしてください。 

  結線は、接続図に従い行ってください。 

  外部配線は電線管又はフレキシブルチューブを用い、雨水等が入らないようにしてください。 

 

  ◆遮断弁端子台への結線 

   端子台への接続は、1.25-3.5 以下の圧着端子を使用してください。 

 

  ◆制御盤端子台への結線 

① 電源仕様を御確認の上、1.25□用の圧着端子を用い、配線図に従い、正しく結線してください。 

② ＡＣ電源をＲ0、Ｓ0 以外の端子に接続しますと、内部回路が破損しますので、特にご注意く

ださい。 

 

３.各部の名称とその働き 
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品番 名    称 品番 名    称 

１ 電源ランプ ９ 電源装置通電ランプ 

２ 遮断弁閉ランプ 10 ＢＡＴＴ(バッテリー)スイッチ 

３ 地震感知器作動ランプ 11 バッテリー 

４ 地震感知器リセット 12 バッテリーコネクタ 

（プラス・マイナス） 

５ バッテリー交換ランプ 13 地震判定回路 

６ 地震感知器 14 自動－閉操作スイッチ 

７ ブレーカ 15 端子台 

８ バックアップ表示ランプ   

 



 

 

 

名   称 機      能 

①電源ランプ 

（⑨電源装置通電ランプ）

ブレーカをＯＮにすると点灯します。 

停電バックアップ中も点灯します。 

バッテリー未接続および残量不足の場合は点灯しません。 

残量不足時は、バッテリー充電完了後に自動点灯します。 

②遮断弁閉ランプ 地震感知器が作動し、遮断弁が閉じると同時にランプが点灯します。 

通常は消灯しています。 

③地震感知器作動ランプ 地震感知器が作動しますと点灯します。通常は消灯しています。 

⑤バッテリー交換ランプ バッテリー交換時期が近くなると表示します。 

ランプ表示後３ヶ月以内にバッテリー交換して下さい。 

⑧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示ランプ バッテリーバックアップ中に点灯します。 

バッテリー未接続および残量不足の場合は点滅表示します。 

バッテリー充電完了で消灯、電源ランプが点灯します。 

⑩電源装置 

 ＢＡＴＴスイッチ 

バッテリーコネクタの接続を確認の上、必ずＯＮにしてください。 

バッテリーへの自動充電を開始します。 

⑫バッテリーコネクタ バッテリーと電源装置を接続するコネクタです。必ず接続してください｡ 

④地震感知器リセット 

 スイッチ 

（遮断弁開スイッチ） 

地震感知器が作動し、遮断弁が閉じている時に遮断弁を開けるのに操作しま

す。（電源ランプ点灯時のみ有効） 

ボタンを押すと、地震感知器が復帰するとともに遮断弁は開弁します。 

⑬地震判定回路 地震感知器の作動原因が地震が誤動作かを自動判定します。 

⑭自動－閉 

操作スイッチ 

自動と手動閉操作を行えます。 

地震感知器がリセット状態であれば、開－閉手動操作スイッチとして、遮断

弁の開閉操作ができます。 

地震感知器が作動状態の場合は、スイッチを操作しても遮断弁は動作しませ

ん。 
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４.使用方法 

 

４．１ 自動運転（試運転）手順 

  以下の操作手順は「制御盤各部の名称」を参照の上、操作してください。 

1) 配線の確認 

 配線が間違いないことを確認してください。 

2)バッテリーコネクタ確認 

出荷時にはバッテリーコネクタ（プラス側）を外してありますので、使用時には必ず接続して

下しさい。未接続の場合はﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示ランプが点滅し制御盤が機能しません。 

3)電源の投入 

   電源装置のＢＡＴＴスイッチ、ブレーカの順でＯＮしてください。 

このとき電源ランプ、電源装置の通電ランプが点灯していることを確認してください。 

（電源ランプが点灯せずバックアップランプが点滅する場合は、バッテリー残量不足です。コ

ネクタの接続を確認し、接続されている場合は充電完了までお待ちください。） 

   地震感知器作動ランプが点灯している場合は、盤前面の地震感知器リセット（遮断弁開ボタ

ン）を押して地震感知器をリセットしてください。 

4)手動操作による動作確認 

地震感知器が作動していないことを確認してください。（作動中は操作スイッチが無効です） 

操作したい遮断弁 NO.の自動－閉操作スイッチを閉側に切り替えてください。スイッチを閉側

へ操作することで、遮断弁が閉弁し、制御盤の遮断弁閉ランプが点灯することを確認してくだ

さい。（遮断弁閉ランプ点灯には約１０秒かかります） 

次に自動－閉操作スイッチを自動側に操作し、遮断弁が開弁し、遮断弁閉ランプが消灯する

ことを確認してください。 

  もう一方の遮断弁も同様に操作し、動作を確認してください。 

遮断弁が正しく動作しない場合は、誤配線が考えられます。配線の再確認をしてください。 

5)自動による作動確認（ポンプ連動テスト） 

準備として次の事を確認してください。 

・ 遮断弁が開弁していること 

・ 自動－閉操作スイッチが「自動」となっていること 

・ 感震器のロックピンが外れていること 

・ COM,NO,NC の端子中２カ所に配線されていること 

次に地震感知器の右横のふたをはずし、手動により地震感知器の手動操作レバー押し下げ 

２秒以上固定してください。遮断弁が閉弁し、地震感知器作動ランプ、遮断弁閉ランプが点灯

し、ポンプが停止することを確認してください。（遮断弁閉ランプ点灯には約１０秒かかりま

す） 

制御盤の遮断弁開（地震感知器リセット）スイッチを押してください。遮断弁は開弁し、遮

断弁閉ランプと地震感知器作動ランプが消灯することを確認してください。またポンプは再起

動または起動できる状態となります。(ポンプメーカーの仕様により異なります。) 

6)停電時の動作確認 

制御盤のブレーカを切り、停電状態とします。5)と同様に操作し、動作確認をしてください。 

   バッテリー容量不足で試験するとバックアップ表示ランプが点滅し、自動的にバッテリー充電

モードになります。 

念のため２時間以上の連続通電後に行う事をお勧めします。 

 

＜地震感知器の手動での操作法＞ 

  地震感知器の右横のふたをはずし、手動操作レバーで、感知器を作動できます。 

 

 

 

 

 

－５－ 

試運転後には次のことを確認してください。 

 ①供給電源を常時通電すること。 ②自動－閉操作スイッチを「自動」側とすること。 

③遮断弁を開弁となっていることを確認すること。 

  注)常時通電できない場合はバッテリーコネクタを外してください。 


